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1 はじめに

「いつでも、どこでも、誰でも」情報ネットワーク

に接続することができるユビキタスネットワーク社会

が近い将来、実現されると思われる。このような社会

では、情報端末が常に人の近くに存在する必要がある。

その実現方法の一つとして、日常的な移動体自体が情

報端末になっているというスタイルが挙げられる。そ

のような移動体として、ATという個人用知的移動体
を実現している。

ユビキタスネットワーク社会が実現した際に重要と

なることは、場所・時間あるいは利用者に適した情報

をいかにして提供するかといった点であると思われる。

このような実例としてはテーマパークで今どのアトラ

クションがすいているかといったことが考えられる。

本研究は、コンテンツサーバと個人用知的移動体とを

アドホック通信によって接続し、その場所・時間・利

用者に適した情報をフィルタリングによって取り出す

ことを目的とする。

2 個人用知的移動体AT

個人用知的移動体 AT(Attentive Townvehicle)は、
搭乗者を取り巻く環境に適応し個体間通信によって協

調的に動作可能な個人用の乗り物である [1]。ATの目
指すところは、肉体的な能力低下の補助だけでなく、

情報の取得・利用に関する補助といった、物理的及び

情報的なバリアフリー化である。これらを実現するた

めに本研究のほかPSD-IRアレイを用いたヒューマン
トレーサ [2]や蓄積された体験記録をもとにした追体
験支援 [3]といった研究も進められている。

3 実世界と連動した情報の取得

3.1 ATとコンテンツサーバとの接続

AT 同士及び AT とサーバ間のアドホック通信は
cogma [4]を用いて実現した。cogmaとは、モバイル
エージェントシステムをベースとしたミドルウェアで

あり、動的ネットワークに対応している。これにより
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ATが移動しコンテンツサーバとの通信可能域に入る
と、ATが自動的にコンテンツサーバの存在を検知す
ることが可能である。しかし、存在を検知しただけで、

ATがコンテンツサーバと接続することはなく、コン
テンツサーバの近くに設置された RFタグをATが認
識、サーバへの接続を確認するダイアログが提示され、

そこで接続要求を出すことで初めてサーバに対して接

続される。また、このダイアログではサーバを登録す

ることができ、登録されたサーバには、次回から確認

なしで接続させることも可能である。

このような方法を採用したのは、次の理由からであ

る。タグを経由せず、直接サーバと接続すると、通信可

能域が広い場合、現在の場所とあまり関係のないサー

バと接続する可能性がある。

また、個人情報をサーバに送信する場合、個人情報

を守るため、搭乗者自身が情報の送信許可を出すべき

である。一旦サーバと接続した後、サーバが個人プロ

ファイルを必要とした際に送信確認を行う方法も考え

られるが、この方法では個人プロファイルが必要とな

るたびに確認が必要となる。それを防ぐため、今回の

仕組みを採用した。システム構成図は図 1 のように
なる。
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図 1: システム構成図

3.2 実世界との連動

実世界と連動した情報とは、「その時、その場所」で

役に立つ情報である。今回採用した、コンテンツサー

バとの接続法では、サーバの近くに設置された、RF
タグを認識することがトリガーとなっている。そうす

ることで、RFタグを認識した場所およびその時間情
報を取得することができる。サーバ側ではその情報を



使い、それに適したコンテンツを提供することが可能

である。

3.3 RFタグ

今回設置されるRFタグの中には次の情報が書き込
まれている。

1. サーバのカテゴリ情報・サーバの存在する施設名
およびサーバを特定するための ID。カテゴリの
例としては「医療施設」「教育施設」「レジャー施

設」などが挙げられる。

2. サーバと接続した際に、プロファイル中のどの項
目の情報を利用可能かに関する情報

AT とコンテンツサーバ間での情報のやり取りは、
図 2に示される手順で実行される。

AT

RFID

図 2: ATとサーバとの接続の流れ

4 情報フィルタリング

先に述べたように、RFタグを認識した後、サーバ
に接続することにより、「その時、その場所」に関連す

る情報を提供することができる。しかし、時間・場所

を特定した情報としても、それが万人向けでないこと

は明白である。そのため、その情報が ATの搭乗者に
とって有用かどうかを判断する必要がある。そこで、

ここではさらに搭乗者に対して有用な情報を絞り込む

ための情報フィルタリングについて述べる。

4.1 搭乗者プロファイル

AT は搭乗者に適応する乗り物である。そのため、
AT には各搭乗者のプロファイルが登録されている。
プロファイルの内容としては、現在のところ「氏名、

住所、年齢、性別、職業、趣味、家族構成」といった

ものが考えられる。これらの情報を、サーバに送るこ

とでサーバに登録されている多くの情報コンテンツの

中から搭乗者にとって有用な情報を選び出すことがで

きる。

4.2 フィルタリング処理

サーバに登録されている情報コンテンツは XMLで
記述されているが、メタデータとしてその情報の有効

期限やどのような趣味を持っている人間、あるいはど

の年代の人間を対象にしているかという情報が記述さ

れている。ATがサーバに接続すると、ATからサー
バに搭乗者プロファイルが送られる。このとき ATが
読み込んだ RFタグ内にプロファイル中のどの項目を
利用するかが書き込まれており、その項目の情報が送

られる。サーバでは、ATとの接続が確立した時刻お
よび ATから送られてきた搭乗者の個人プロファイル
と自身が持っている情報コンテンツのメタデータを比

較し、ATの搭乗者が興味を持つと思われるコンテン
ツを選び出し、それを ATに配信する。

5 今後の課題

• 搭乗者プロファイルの自動更新
現在は、ATに登録した搭乗者プロファイルを利
用し、その塔乗者に合うと思われる情報を提供し

ているが、搭乗者の嗜好が変わることはよくある

ことである。このような嗜好の変化をAT自身が
判断し、プロファイルを更新していくべきである。

そのため、タグの認識履歴を行動履歴として分析

することで、搭乗者の新たな嗜好を推測し、搭乗

者プロファイルを自動的に更新していくような仕

組みを開発している。

• 搭乗者の新たな興味への誘導
個人の嗜好が変わることはよくあると記述した

が、そのためには嗜好とは適合しない種類の情報

と触れ合い、搭乗者が新たな興味を持つことが重

要である。通常、フィルタリングを行うとユーザ

の嗜好に適合しない種類の情報の提示は抑制され

てしまうことになり、これは新たな興味の発生を

阻害しかねない。このような問題を考慮し、新た

な興味の発生を支援する仕組みも重要である。
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